
 

 （第２号様式）（用紙日本工業規格Ａ３横長型） 

神奈川県教育委員会教育長 殿                                                                       提出日：令和６年４月 10日  
学校名：県立金沢支援学校 

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 視点 

４年間の

目標 

（令和２年度

策定） 

１年間の目標 

取組の内容 年間評価（参考：中間評価） 
学校関係者評価 

(２月 14日実施) 
総合評価（３月13日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等  成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 

学習指導 

 

 

 

 

 

 

自立と社

会参加を

目指し、

児童生徒

の発達段

階に応じ

た系統性

のある教

育課程を

編 成 す

る。 

 

①学部間の教育課

程の系統性を検

証・整理し、社会

参加を見据え、発

達段階に応じた教

育内容の充実を図

る。（継続） 

 

 

②ICT機器の活用

の推進と学習教

材、授業例の充実

を図る。（継続） 

ICT機器の活用事

例について発信を

進める。 

①発達段階に応じた教育内容の

系統性について学部・部門でま

とめる。そのうえで学部・部門

を超えて組織的に整理を進め、

全校で系統性のある教育内容を

考え実践する。（教務G/教務

U） 

 

 

②研修等を行うことで、ICT機器

活用に対する教職員の理解を深

めるとともに、ICTを活用した教

材や授業例を共有し、授業改善

につなげる。ICT機器の活用事例

をホームページや学年通信等で

保護者や地域に伝わるようにす

る。（総務G/情報管理T）  

①学部間のつなが

りを示しつつ、学

部・部門を超えて

組織的に整理を進

め、系統性のある

教育内容の実践に

つなげることがで

きたか。  

 

②ICT機器を効果

的に使用した授業

を各学部で実施す

ることができた

か。ICTを活用し

た事例を全職員で

共有するととも

に、保護者や地域

に発信できたか。 

①各学部等の「身につけたい力」や

教育内容等について発達段階に応じ

た系統性や学部間のつながり等、校

内研究において各部門長、学部長等

で系統的に整理を進め、発達段階に

応じた「身につけたい力の内容表」

を作成した。校内で周知し、各学部

で内容表をもとに校内研究や教育実

践を進めた。 

②研修を行い、理解を深めるととも

に活用スキルの向上を図った。 

月４回 ICT利活用に関する座談会

を実施し教材や活用事例を共有し活

用法について意見交換を行った。 

 ICT機器の利活用を学校HPや学年

通信等で紹介したが、利活用の主体

が教員であることが多かった。 

①各部門長、学部長等で「身

につけたい力の内容表」を作

成し、校内研究等で実践を進

めたが、期間が短く、全体で

の十分な共通理解までは至ら

なかった。今後、活用ととも

に共通理解を更に進めていく

必要がある。 

 

②来年度から一人１台端末が

始まることも踏まえ今以上の

拡充を図るために、全員必須

の研修会を行う。また、一人

１台端末が始まることで、児

童生徒が主体的に操作する活

用事例の発信に力を入れてい

きたい。 

①学部間のつながりが十分

に共有されていないことか

ら、今後は年度初めに職員

全体に周知を図り、学部間

のつながりを意識的に深め

指導に活かすようにすると

よい。保護者の「そう思

う」が高い。自信を持って

ほしい。 

②教員が ICT機器に慣れる

必要がある。横浜市でも授

業への活用を進めている。

使うことが目的にならない

よう留意しながら、授業へ

の活用を進めていくとよ

い。 

①発達段階に応じた「身に

つけたい力の内容表」を作

成し、校内で周知をすると

ともに校内研究等で実践を

進めた。周知や実践の期間

等が十分でなかったため、

活用に向けた職員の共通理

解までは至らなかった。 

 

②教員を対象に研修や座談

会を行い、ICT 機器活用へ

の理解を深めるとともにス

キルの向上を図った。 

ICT 機器の利活用について

学校 HP や学年通信等で情

報発信したが、活用の主体

が教員中心だった。 

①作成した「身につけた

い力の内容表」を年度始

めに職員全体に周知し、

児童生徒の学習等の目標

設定を考える上での参考

資料とするとともに、教

員間での共通理解を図る

ツールとしての活用を進

めていく。 

②全員必修の ICT 活用研

修会を行う。一人１台端

末が始まることで、児童

生徒自身が操作する活用

事例を増していく。 

HPや学年通信や授業参観

を活用し、より一層の情

報発信に努める。 

２ 

児童生徒 

指導・ 

支援 

 

 

 

 

 

障害や発

達に関わ

るニーズ

に応じた

適切な教

育支援を

行う。 

 

 

①医療的ケア児の

実態に応じた通学

支援の方法を確立

する。（継続） 

 

 

 

 

 

 

②校内環境整備や

防災整備を進め、

誰にとっても分か

りやすく活動しや

すいようにする。

（継続） 

①保護者のニーズや児童・生徒

の健康状態を把握し、関係者の

見解をもとに適切な通学支援に

ついて検討する。乗車中の配慮

事項、必要なケアを整理しマニ

ュアル等を作成する。登校便に

関して医療的ケア児のための環

境整備を進める。（指導健康G/

医療的ケアT・通学支援T） 

 

②校内環境を見直し、安全な環

境を整備する。避難経路を見直

し、児童・生徒が視覚的にわか

りやすい表示を整備する。（総

務G/環境安全T） 

 

①学校の現状を踏

まえた通学支援の

あり方を示し、関

係機関との連携を

強化することがで

きたか。手続きの

円滑化を図ること

ができたか。 

 

 

②安全な校内環境

を整備することが

できたか。避難経

路がわかりやす

く、避難しやすく

できたか。 

①現在、１名が SB を３名が福祉車

両等を利用し登校している。次年度

も利用増が見込まれる。10 月に教

員向けに通学支援研修会を実施し、

制度への理解を深めた。次年度は構

築したシステムを利用してニーズ調

査を行う。新しいケースには乗車マ

ニュアルを使用して対応中である。 

 

 

②避難訓練の反省アンケート等を基

に、避難の際に安全に且つ迅速に避

難できる経路を検討・作成し、全体

に周知することができた。防災物品

の保管場所を整理し、置き場所がわ

かるように掲示を行った。 

①構築したシステムや乗車マ

ニュアルの活用と改善を行っ

ていく。 

 

 

 

 

 

 

 

②安全に避難できるような避

難経路については、新年度、

教室配置が変わるので再検討

していく。防災物品の保管場

所のスペースを確保し、必要

な物品を配備していく。 

①この１年で利用者を増や

し、マニュアル整備や、教

員への周知を進めることが

できた。次年度も継続して

いけるとよい。  

 

 

 

 

 

②保護者も巻き込んだ訓練

や地域と協働の訓練も行う

とよい。屋内で家具の転倒

が危惧されている。学校で

もそうした点検をしっかり

やってほしい。 

①新しく構築したシステム

を導入し、よりスムーズに

利用手続きが進めていける

ようにしていく。 

ニーズが的確に把握できる

よう面談の機会以外でも相

談しやすいよう環境を整え

ていく。 

 

 

②反省アンケートをもとに

避難経路の検討や防災訓練

の再検討を行った。防災物

品の保管場所を整理し、物

品の保管量を増やした。 

①新規利用者に新たな乗

車マニュアルを示しスム

ーズに利用手続きが進む

よう改善を図る。医療的

ケア懇談会を２回開催

し、４月の懇談会でこの

制度について周知を図

り、相談しやすい環境整

備に努める。 

 

②保護者も巻き込んだ訓

練や地域と協働の訓練も

計画していく。 

災害の発生後を想定した

より充実した訓練を計画

する。 

３ 
進路指導 

・支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童生徒

一人ひと

りの生き

る力を育

むための

キャリア

①卒業後の社会生

活を見据えた進路

学習の系統性を整

理する。（継続） 

 

 

 

 

 

 

 

 

②全職員が進路指

導・支援の現状や

①卒後の生活を具体的に理解で

きるように職員研修を行う。各

学部における進路学習について

整理していく。  （連携支援

G/進路支援T） 

進路担当と連携し、進路に関係

した研修や情報共有を行う。各

学部段階での「身につけたい

力」について検討、整理し、共

有化を図る。（教務G/教務U） 

 

 

②進路決定に向け、年齢や発達

段階に合わせた指導や支援につ

①進路支援に対す

る全職員の理解が

深まり、全職員に

よる協働が進んだ

か。 

 

 

 

 

 

 

 

②進路指導・支援

に対する全職員の

①夏季公開講座「進路を考える会」

を開催し、障害福祉制度や地域資源

に対する理解を深めることができ

た。全職員対象の「進路情報交換

会」や学部ごとに進路研修をとおし

て進路傾向や卒後の生活について理

解を深めた。「身につけたい力の内

容表」の進路に関する内容を整理

し、「金沢支援学校の進路学習（素

案）」を作成した。 

 

 

②夏季休業中に担任によるアフター

フォローを実施した。報告書を活用

①制度や地域資源の変化を捉

え進路支援をしていく必要が

ある。学部ごとの研修を継続

実施する。職員に向けた情報

提供の機会を増やす。 

今後、「金沢支援学校の進路

学習（素案）」について進路

担当等と連携し、見直しとと

もに活用方法について検討し

ていく。 

 

 

②職場開拓については、近隣

企業とのつながりをいかし職

①教員の「わからない」が

目立つ。進路に対する意識

を高めるために卒業後の生

活を見てイメージがもたせ

るとよい。 

会社で働く方もいるが、難

しい方も多く家族が大変だ

と思う。社会全体で障害者

を支える仕組みを作るべき

だと考える。 

 

 

②保護者対象の進路説明会

は同じ話が多い。小・中・

①「進路を考える会」「進

路情報交換会」等で制度や

地域資源、進路傾向に関す

る研修の場を設定した。卒

後の生活について理解を深

めるために、研修の持ち方

や情報発信方法について検

討する。「金沢支援学校の

進路学習（素案）」を作成

したが、十分な活用には至

らなかった。 

 

②学部ごとに進路研修会を

実施し、発達段階や学齢に

①制度や地域資源の理解

を促すため職員向けの修

を継続する。「進路だよ

り」等を活用し情報発信

の拡充を図る。職員対象

の福祉事業所等を見学す

る機会も検討していく。 

「金沢支援学校の進路学

習（素案）」の活用につ

いて検討を進める。 

 

 

②学部ごとの進路研修の

機会を引き続き設定する



 

 視点 

４年間の

目標 

（令和２年度

策定） 

１年間の目標 

取組の内容 年間評価（参考：中間評価） 
学校関係者評価 

(２月 14日実施) 
総合評価（３月13日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等  成果と課題 改善方策等 

教育を推

進する。 

 

 

課題を理解し、進

路担当と協働する

場面を増やす。 

いて考えられるよう学部ごとに

研修を行う。担任や相談担当等

と連携しアフターフォローや職

場開拓に取り組む。  

（連携支援G/進路支援T・地域

支援T） 

理解が深まり、全

職員による協働が

進んだか。 

し担任と進路担当・相談担当等で密

に情報共有を行いながら、継続的な

支援を行うことができた。２月に学

部ごとの研修を計画している。発達

段階や学齢に合わせた進路指導や支

援について情報共有を行う。 

 

場体験や現場実習の機会を増

やしていくことが課題であ

る。担任や実習担当と協働し

近隣企業との関係を深めてい

く。 

高それぞれの年代に応じた

内容を話すとよい。また、

一方的な説明だけでなく相

互に話せる場（座談会な

ど）も設定するとよい。 

合わせた進路指導・支援に

ついて理解を深めることが

できた。 

報告書を活用し、担任や進

路担当、相談担当で協働し

継続的なアフターフォロー

ができている。協働の場は

アフターフォローや実習対

応に限られている現状があ

る。さらに協働する場面を

設けたい。 

ことで、進路指導・指導

の現状や課題についての

理解を促していく。 

職場開拓や啓発の取り組

みの場面で、実習担当や

相談担当等と協働して業

務にあたっていく。 

４ 
地域等と
の協働 

 

 

 

 

 

 

インクル

ーシブな

社会の形

成に向け

たセンタ

ー的機能

による発

信と協働

の充実を

図る。 

 

 

①地域との協働事

業等を充実させ、

児童・生徒が地域

と相互理解を深め

ることのできる教

育活動の充実を図

る。（継続） 

 

 

 

②障害のある児

童・生徒が地域で

実態に応じた教育

を受けられるよ

う、地域の学校の

特別支援教育に係

る専門性の向上を

図る。（継続） 

①ボランティア受け入れ体制を

整え、積極的に活用していく。

また、地域資源を活用し共同で

作品展や販売会を実施できるよ

う準備を進めていく。 

（連携支援G/連携渉外T・広報

渉外T） 

 

 

 

②校内での授業づくりの工夫や

支援方法をホームページや地域

の会議等で紹介し、それらの情

報を得た地域の学校が専門性向

上に役立てるよう働きかける。 

地域の学校のニーズをふまえた

内容設定で、巡回相談、研修会

等を実施する。（連携支援G/地

域支援T） 

①ボランティア等

の受け入れ制度が

整備され、実働で

きたか。各団体と

の新しい連携が進

んだか。 

 

 

 

 

②ホームページや

チラシ配付などの

情報発信を通じ

て、地域の学校で

教育的ニーズを踏

まえた教育実践を

実現することがで

きたか。 

①継続的にボランティア受け入れを

行い、校内の全学部で受け入れが可

能になった。新項目での活用も始め

た。地域資源を活用した作品展では

昨年度と比べて参加する行事が２件

増えた。既存の作品展でも期間が２

か月に伸びた。また、富岡総合公園

や企業と連携した教育活動も進んで

いる。 

 

②HＰ「支援の知恵袋」を充実さ

せ、積極的に情報を発信した。地域

でも活用されている。また、相談主

訴や組織の現状、目指す方向性等の

インテイクを丁寧に行い、地域のニ

ーズに応じた巡回相談や研修会を実

施できた。実施後のアンケートでは

概ね良い評価をいただいた。個の支

援にとどまらず学校全体の意識や専

門性向上につながったと考える。

（小→13回、中→2回、高→5回、

自立支援協議会、放課後きっず等） 

①行事ボランティアについて

は、校内のニーズを把握し整

備していく。作品展参加の機

会が増えたことを踏まえ、予

算や物品の確保、作品等を収

集する校内体制整備を進め

る。地域の販売会については

土日の開催が多いため生徒の

参加が難しいことが課題であ

る。 

②UD化等、環境への配慮に対

する地域の学校の意識が高ま

ったが、障害特性への支援に

ついては組織的な対応につな

がりにくかった。今後も学校

コンサルの視点をもった働き

かけが必要である。多くの教

員が地域を知りセンター的機

能の発揮を意識できるよう、

CO以外の教員も巡回相談や出

前授業等にかかわる機会を設

けたい。 

①ボランティアの活用が進

んでいる。地域との協働事

業等の取組も拡充されてい

ることがわかる。継続した

取り組みを進めていただき

たい。 

 

 

 

 

②今後もセンター的機能や

交流学習などをとおして地

域の学校と連携を深め、障

害について知ってもらうと

よい。 

社会で活躍している障害者

はたくさんいる。できる姿

を地域の人に見てもらい障

害者に対する理解を促すと

よい。 

①ボランティアの受け入れ

を全校に拡大し、全学部で

受け入れ可能になった。ボ

ランティアの項目について

も校内のニーズを把握して

増やした。今後もニーズを

把握して必要に応じて活用

していく。 

 

 

②HP「支援の知恵袋」等で

の情報発信や地域のニーズ

に応じた巡回相談・研修会

等の実施に対して、地域か

ら良い評価を受けることが

できた。今後も継続して取

り組んでいく必要がある

が、一方で、地域にかかわ

る教員が限定的になってい

ることが課題である。 

 

①ボランティアについて

校内のニーズを把握し、

計画的、組織的に活用し

ていく。 

 

 

 

 

 

 

②学校内での取組が地域

へつながっていることを

実感できるように校内に

向けた情報発信を行った

り、様々な教員が地域に

かかわる機会を設けたり

することで、校内全体の

地域に対する意識を高め

ていく。 

 

５ 
学校管理 

学校運営 

 

 

 

 

信頼され

る学校づ

くりの推

進 の た

め、安全

で安心で

きる指導

体制及び

管理体制

を 進 め

る。 

 

 

①情報発信の在り

方を検討し、児

童・生徒の学習活

動や学校の取組み

の発信を進める。

（継続） 

 

 

 

②働き方改革に向

けた業務改善の推

進に取組む。（継

続） 

※事故不祥事関係

は不祥事ゼロプロ

グラムにて充実さ

せることを周知す

る。 

①ホームページの更新や学校だ

よりの作成等について、作業の

流れや役割を整理し、校内の各

組織と連携して正しい情報をわ

かりやすく迅速に発信してい

く。（連携支援G/広報渉外T） 

 

 

 

②それぞれのグループ・チーム

で再編した組織について平準

化、効率化、スリム化の視点か

ら検証し課題点を洗い出し、改

善案を作成する。 

※毎月事故不祥事防止会議を開

催し、不祥事ゼロに向け様々な

テーマで自己点検を実施する。

（各グループ・各チーム、各学

部・学年、管理職） 

①ホームページや

配付物による学校

から保護者等や地

域の方に向けた正

しくわかりやすく

迅速な情報発信に

ついて、保護者等

からの評価が向上

したか。 

②業務の平準化、

効率化、スリム化

によるグループ組

織の再編案につい

て、それぞれのチ

ームで検証し、改

善点を洗い出して

次年度につなげる

ことができたか。 

①「かなよう日記」や「学校だよ

り」で学校の様子や行事などの情報

を校内の各組織と連携して発信する

ことができた。かなよう日記の更新

の仕方を変更して滞りなく更新でき

るようにした。 

 

 

 

②各グループ・チームで業務を遂行

しながら業務内容を見直し効率化を

図った。また、業務の平準化に向け

組織を再編し承認を得た。 

働き方改革については、月平均時間

外勤務が昨年度は月平均 16.77時間

に対し今年度は 15.75時間と 1時間

以上短縮した。 

 ※毎月事故不祥事防止会議を開催

し、自己点検を実施しており、現段

階で不祥事ゼロを達成できている。 

①学部によって情報発信に偏

りが出ないようなシステム作

りを検討していく必要があ

る。 

 

 

 

 

 

②次年度、新体制で分掌業務

を行いながら、効率よく業務

を遂行できるか、業務量は適

切かを検証していく。 

 ※事故不祥事防止会議及び

自己点検を継続実施する。ア

クシデントがあれば全校で共

有し再発防止に努める。 

①療育センターでは不審者

対応訓練等をメールで広報

しているが、アンケート結

果は「知らなかった」がほ

とんどだった。マメールや

保護者会だよりでも PR し

た。学校も複数の手段を使

って情報発信するとよい。 

 

②保護者のニーズは高まる

一方。求めるだけでなく教

員も楽に仕事ができる方法

を考える必要がある。 

 

①「かなよう日記」や「学

校だより」で校内の様子を

定期的に発信した。また、

「学校だより」の更新につ

いてマメールで保護者へ発

信した。校内の一部の教員

しかＨＰの編集方法を知ら

ないことが課題である。 

 

②教職員の時間外勤務時間

が月平均１時間短縮し、僅

かではあるが働き方改革が

進んだ。業務の平準化にむ

け、グループ業務分担のさ

らなる見直しを行った。 

①ＨＰの編集方法につい

ての校内研修会を実施す

る。また、マメールの効

果的な活用を検討してい

く。 

 

 

 

 

②引き続き業務分担の平

準化を図り、時間外勤務

の短縮につなげていく。 

 


